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1.ま たがさ  蛇 ′〒現象の解嘴に重宇な,ん路の力幅についZlナ′直線ヌ初各の場合,い くつがの申験と鰤 が

試井られセきだ普ち由奸"ぜ:ょ、河五湾由野の紘幅現象t明 らがにするため,非粘着雄第糊料よりがう一様湾曲鵬

においτ′交互″別|が発生する場合と発生しない場合の紘嬌実験を行つル。孝れこ,例年表伐が河床彬態と読体!ご

υス遠l 力ヾにどの様に彩響されるブに着日し乙実験を行つだ。

2 史鰭方法 中的 は中, 曲ヽ辛半径

4り0餞 ′フ灼碁橘100%湾 由角3o6'七持つ長

方形断面の循燿式開水路ピある。平均糀 a65m"

の“准用い′回-1の Ominの 初期的働(初翔

水深4 Cm)に通氷じ史験き̀テった。

塁_全互⊇塑ど菫≧上生≧塑金ュ塾重_党験条件,ま′

初… 物 ,流重2.OCを“)ぎある。2-′ は

横繊 状の朝 的変̀ しき示していう。内岸!まほとんど

漿食されず′'卜岸の丼が流下方飼に一様l場食されて外

911へ広がり′月味|す上昇する。これば′違lυ力の効果ご

流′じが外寿額1にようているためごある。外洋ガぅ内岸に

伺ガって戒断勾配がつくため′疫伐されr_―外岸の秒1',

内岸へし飼がぃつつ千流へ流進される。しがし、晴閥と

しもに横切 配,夕′卜とくr」り′やがτ暉lぎ平理になる。

図-2に 示す様|こ′河床上昇と老れに伴う水位の上昇,オ

全区Funにわたつて巾デー凛lL起っており′とのため刃味

が上昇してt河床勾配,水働り配lすほとんど変化しない。

可佛桂'Itt ιもつ湾由痛略ハメ1直瀬し観籐に出して,長

`己閣にわたって一定勾κが保たれ場 い。3)

図-2 嫉 高′水位の時間的崚化

内洋斜衝二日よ,図 ―うと写真-1に 示す群教
｀
らand

m″ S″が発生するeCの sa認物摩 け通水力効時のわずが

孵 食の不'一 准″S生 じ,内芹の浸後ゆが鰈 に堆織

す0こ と′こよつこ発達する。通オカ期に′このSaおd″m″′ま

湖 内の数ケルに発生すう力`′すぐ丁勁'の新たな Sand

″“Sの発生じ掟オため,通水須翡′oはノ「ば事潤隅に並,お`

様になる。s銀 に t越えた流れけ,図 -3に示す様に

内岸憚りに帰うため′この流れグ内岸だバっガう費度♂堤食が
｀

たこう。ιグι,このSand″ ″sの移盈燿移菅げ遅いため`滅彰遅抄分グ潟]定され′″岸の水床絆け求第′こ霧
こ呈する様になも。こあsa“ ″切々 sは ■流七場らなうlテどの働 きなιなぃため′貞キ豫通氷 ι tt t,新 の
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蛇行へ|ょっ「.‐がらない。この場合のの中矩桝'最深部七境|ユし

て,日ll lし,「191び異なう渭短"形売tと り′移動f助域がわtナら

れる。図―うに示ぢ凛tこ,内仰|ご|,sand“ ιう の間の局詐

`ツケニ求流のため′図^様 にF/Ft〕移動し,5and wdじその前縁

評に進積,う。′卜側乙`ま′クト岸がう最)7吉陶こ"が つて移動レ

存がう)ん下オる。図-41ま、水面幅の時Fen交了ヒt/T_してt うヽ。

水働上に出ていう側壁声が大きヽヽ場合,米ヤヘ崩落した二沙

が流進とれて,河床ザ尭堀され′再びォーバー八レグ本うま

ごlす出壊癌 こらなしヽ。その間,水働幅1夕広がらない。この

ため′図が示す祥ドバンフが仏いものほうに0旧

の広ザツが大き、ヽ。これ1夕,齢 琉開各におい乙矢ロ

られιt もヽこじじ同じごある。

上′交互砂州 糧ゞ す5場合の核幅 菊駿各魚よ

わ期河床ηtt■/2οο′"量 ノ、夕(後 )ごあう。通

水初期どげ,相駒 rこZ功1疲高が小さ〈′水アが人

きぃしわ′交互初別1によう編カルトさぃ。さのため

交互"ケ t,場合と周じイカご′″Fte~け"準′則ドー

雄にたこる。ιグι!け層の経過と芙に材炉ιノ水潔が

/1Nさくなノ、a1/111戒高け大きくなう。内井″"ナ1上七流れ

ろクト字,lデとんど前縁部ご
｀
臨績オうため,図―うに示丁

ように国寿″ケ州の前鵞理罪の形,よ明瞭「ヶう。しヴし,外

芹夕hJl‖ご,よ,セの前移[ι流れ去ぅ時ざηひルの′前緋 '

け不切瞭になう。この群ンこ′` キがうの2あ燐絵がヶく

Ztノ フト岸漫`羹召シガ洵け岸へ輸遂多されうのZ ,`国 岸″翔lt

発達,前進寄ろ。この時点ご|よ、まだの州の前進戯 〃
｀

違く′紘幅の場オ的凌化|夕乞ればど顕著1二なら与しヽ。さ

らに長時間流すじ′水燿げ
｀
さらド1卜さくなるため′勘、`

力の効果がうすれ′″り‖7//キだの影響が卓饉してくう。このため,

内井幌りlミtジ♭れの集中ぶ起こう。とし乙′者力川の前遮速度け斧マ

に遷κなうにめ,材愕の場所"み差げ表われ′写真-21こ示す凛

「1斎筋トアはティ̀ 祥Fケる。

図―いす′企務 のうちの3」緬5(l甲ゞ ′1?0121♂)の外弗pll

の球イを量の累減の峙潤変1じt捩力したしのぞあ 。`ロレη』Fのん

な月十:卜,タリカ1の通週lさキヽ|′その̀土置ガ`,に衝す「とな,z ttう中ニ

角んじ乙t ろヽ。この議こ′湾出ン市"嬌hこぉぃzも交こ″州1の発生す
う場合1ユ1夕,ジレ浄軌=91岸の振喰量ガ景辱り1蛇′テヘじ考■布ら

こヽがあ→う。
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